
し
、
則
置
を
生
ん
だ
。
則
霊
は
越
前
樫
介
と
な
っ
た

か
ら
吉
原
介
と
務
し
、
助
宗
を
生
み
、
助
宗
は
河
合

開
削
藤
と
棺
し
た
。
そ
の
子
に
質
辺
、
質
湿
の
子
賀
直

が
あ
り
、
賀
直
の
子
は
貧
慌
で
、
武
臓
の
長
井
に
住

ん
だ
。
質
摘
が
長
労
務
際
則
岱
と
都
し
た
の
は
こ
の

わ
け
で
あ
る
。

c
c
n
mの
椛
死

l
綜
永
二
年
六
月
木
曾
義
仲
の
お

に
温
暖
せ
ら
れ
た
平
抵
の
中
に
あ
っ
た
白
磁
は
、
老

績
を
以
て
手
陣
慎
太
郎
光
脱
と
相
縛
っ
て
討
死
し
た
。

そ
の
厨
は
、
平
家
物
鰐
に
江
沼
郡
の
篠
原
と
記
し
、

郡
平
餓
袋
記
に
成
合
，
池
と
し
て
‘
質
問
問
討
死
の
後

平
躍
が
篠
原
に
返
却
し
た
と
あ
る
が
、
ニ
替
の
澗
ふ

所
恐
ら
く
は
同
一
で
、

一
は
篠
原
を
股
践
に
、

一は

狭
義
に
僻
し
た
の
で
あ
ら
う
。
今
質
問
問
の
首
洗
地
又

は
手
厚
山
と
稿
す
る
も
の
が
柴
山
湖
昨
に
あ
り
、
質

問
問
爆
が
篠
原
に
在
る
。
そ
れ
ら
が
果
し
て
詰
時
の
治

郎
か
否
か
は
利
ら
ぬ
が
、
と
に
か
〈
篠
原
は
こ
の
あ

た
り
そ
汎
聡
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

会
一
〉
匙
行
上
人
と
抑
以
内
問

l
質
問
問
職
苑
の
都
の
虫
祉
な

る
軍
物
開
聞
と
し
て
世
に
偲
へ
ら
れ
る
に
辛
・っ
た
の
は

第
一
に
加
平
服
姿
記

・
平
家
物
黙
の
鑓
で
あ
h
、
第

二
に
諮
曲
の
鰐
で
あ
る
。
諮
尚
武
盛
は
批
阿
臨
調
元
清

の
作
で
、
日
慌
の
亡
強
が
一
仰
の
開
度
に
よ
っ
て
苦

出
世
を
発
れ
た
こ
と
を
読
〈
緩
め
て
普
通
の
手
法
で
あ

り
.
そ
の
品
川
は
部
に
上
人
と
あ
っ
て
遊
行
上
人
と
は

明
記
し
な
い
。
し
か
し
遊
行
上
人
が
質
問
闘
の
亡
援
を

済
度
し
た
と
の
僻
問
は
、
}
両
桝
舵
后
日
促
際
永
サ
一

年
五
且
八
日
の
僚
に
記
さ
れ
て
、
=一且
十

一
日
の
尽

鰍
と
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ば
こ
の
路
聞
は
そ
れ
に
図
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
も
藤
樗
荷
開
閉
光
寺
に

ミ・・?

は
、
孟
間
金
の
十
四
日
に
部
念
仰
と
務
し
て
質
強
を

用
ふ
法
式
が
行
は
れ
る
。
但
し
多
太
神
社
に
穀
せ
ら

れ
る
太
径
の
納
札
と
い
ふ
も
の
は
、
遊
行
十
四
世
他

サ
イ

阿
揃
上
人
成
館
二
年
三
月
什

一
日
と
杷
さ
れ
る
敢
に

氏
物
と
は
認
め
錐
い
。
何
と
な
れ
ば
十
四
刊
太
空

は
、
附出永
十
九
年
三
月
に
法
慨
を
綴
い
だ
入
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

サ
イ
ト
ウ
サ
ン
タ
ロ
ウ

爾
滋
=
一九
郎

越
中
射

水
郡
俄
生
寺
村
の
益
。
江
戸
に
名
を
開
削
し
た
剣
客
務

際
蔚
九
郎
の
弟
で
あ
る
。
天
保
末
年
長
谷
川
猷
の
成

に
よ
っ
て
滞
の
家
老
背
山
知
次
に
仕
へ
、
弘
化
三
年

西
洋
風
の
大
飽
三
門
を
鉛
た
。
後
老
庖
柿
山
陥
設
の

家
に
仕
へ
た
が
、
放
あ
っ
て
禁
鋼
に
磁
せ
ら
れ
擬
滞

の
時
に
及
ん
だ
。

ザ
イ
ト
ウ
タ
ダ
ア
キ
ラ

騎
藤
忠
明

沼
裕
三
左

衛
門

・
中
務
o
w
H
永
抗
年
前
間
利
判
的
の
よ
山
々
将
と
な

っ
て
五
百
石
を
領
し
、
入
年
矢
巾
務
忠
茂
の
辿
知
千

五
百
五
十
石
を
裂
ぎ
、
御
先
郎
副

・
御
山
内
廻
聞
を
mM

て
、
涯
賃
三
年
二
百
石
を
加
へ
、
元
政
三
年
致
仕
し

て
宗
津
と
川
町
し
、
料
三
百
石
を
受
け
、
四
年
に
由
民
し

た。
ザ
イ
ト
ウ
生
ダ
シ
ゲ

蔚
藤
忠
夜
叉
光
忠
・
光

璽
。
沼
田
梢
申
務
。
貨
は
申
川
宇
左
術
門
の
子
で
、
刑

部
宗
忠
の
附
と
な
っ
た
も
の
。
殴
長
八
年
加
犯
に
来

。
‘
前
回
利
長
に
仕
へ
、
総
千
五
十
一告
に
緊
り
、
大

坂
の
役
に
小
h
k

将
蹴
と
な
り
、
そ
の
後
役
に
こ
，丸

背
屋
口
で
敵
首
こ
を
盤
、
寛
永
元
年
叉
五
百
有
一
を
加

へ
ら
れ
、御
小
終
組
聞
に
任
じ
、光
永
八
年
間
配
し
た
。

サ
イ
ト
ウ
ナ
ガ
ツ
グ

時間
藤
長
次

泊
都
市
左
衛

門
。
次
兵
衛
基
次
の
子
。
防
長
元
年
新
知
百
班
十
石

を
得
て
御
小
勝
と
な
り
、
五
年
大
型
寺
跡
に
従
ひ
、

九
年
五
十
石
を
加
へ
、
十
五
年
父
の
也
知
二
百
石
を

加
へ
、
十
六
年
御
使
番
に
任
じ
、
大
坂
冬
役
に
お
奉

行
と
な
り
、
夏
役
に
は
一
一
，
丸
阿
部
野
口
で
首
一
つ

を
援
た
。
寛
永
十
四
年
授
。

サ
イ
ト
ウ
ノ
プ
ヤ
ス

僚
藤
陳
救

泊
抑
制
問
之
助
・

久
右
衛
門
・

安
右
衛
門
。
正
徳
凶
年
御
崎
恭
役
に
召

出
さ
れ
、
百
荒
十
石
を
得
て
組
外
並
に
列
し
、
前
田

吉
徳
に
邸
し
、
九
年
百
石
を
加
で
二
十
年
大
小
特

に
勝
じ
、
延
平
二
年
四
且
甘
四
日
究
十
七
践
で
夜
。

子
孫
相
綴
い
で
務
に
仕
へ
る
。

サ
イ
ト
ウ
ヒ
ョ
ウ
プ

岡田
藤
丘一部

内
世
間
助
利
三

の
子
。

利
三
は
明
智
光
努
に
仕
へ
、
努
苦
の
鵠
に
殺

さ
れ
た
人
。
兵
部
、
前
回
利
長
に
仕
へ
て
三
百
石
を

mm
し
、
大
援
活
役
に
三
，
丸
腕
下
で
首
一
そ
館
、
後

外
叔
の
紛
山
氏
を
目
し
て
如
霊
と
蹴
し
、
究
永
十

一

年
授
。
そ
の
嫡
子
柿
山
武
右
衛
門
は
紛
山
長
知
に
仕

へ
て
五
百
石
を
受
け
、
二
子
野
際
主
持
好
之
は
前
回

利
協
に
召
出
さ
れ
て
三
百
石
を
食
み
、
子
孫
相
綴
い

だ。
サ
イ
ト
ウ
マ
サ
ヨ
シ

積
一臨
方
夏
通
稿
源
太
夫
。

F
T

保
，
寸
六
年
父
市
丞
元
直
の
泊
知
三
百
石
を
受
け
、

腕
凶
宗
阪
の
御
次
番
と
な
り
、
後
大
小
終
に
列
し
、

御
納
戸
奉
行
に
任
じ
た
が
、
明
和
三
年
対
如
を
命
ぜ

ら
れ
、
四
年
役
筋
に
不
昨
あ
っ
た
鵠
改
易
せ
ら
れ

た。
サ
イ
ト
ウ
ム
ネ
タ
ダ

暦
藤
宗
忠

沼
抑
制
刑
部
。

初
め
開
明
白
義
景
に
仕
へ
、
越
前
期
江
本
庄
を
領
し
て

六
泌
減
に
阿
り
、
間
制
江
中
町
山
と
都
し
た
。
後
元
泊
四

年
総
山
信
長
に
降
り
、
次
い
で
前

m利
家
に
仕
へ
、

九
百
石
荷
額
し
、
末
森
役
に
従
ひ
、
迭
に
制
墜
し
て

タ山
由民
と
蹴
し
、
州出長
十
六
年
授
。
義
子
中
務
忠
茂
そ

の
後
を
受
け
た
。

サ
イ
ト
ウ
モ
ト
ツ
グ

跨
藤
基
次

逝
務
忠
左
衛

門
・
次
兵
衛
。
越
前
府
中
に
於
い
て
前
問
利
家
に
仕

へ
、
二
百
石
を
領
し
、
民
長
十
五
年
四
日
。
子
孫
相
織

い
で
滞
に
仕
へ
る
。

サ
イ
ト
ウ
モ
ン
シ
ョ
ウ

暦
藤
悶
精

江
沼
郡
勅

依
田
県
宗
西
源
開
問
成
寺
の
例
。
同
制
山
代
田
中
伊
織
の

子
。
幼
に
し
て
矢
と
共
に
京
都
に
住
し
、
壮
年
仰
来

に
志
し
、
遊
方
し
て
永
平
寺
の
開
堂
に
入
っ
た
が
、

侃
に
し
て
百
叙
の
知
る
腕
と
な
り
、
願
成
寺
の
附
仰
を

出
嗣
い
だ
。
明
治
二
十
四
年
以
来
大
円
増
林
の
敢
闘
と
な

り
、
二
十
九
年
僻
臨
、
獄
事
局
段
寧

・
内
事
局
印
刷
問

に
隠
任
し
、
三
十
七
年
六
月
二
日
六
十
五
歳
を
以
て

寂
。
法
一躍
戒
忽
院
。

サ
イ
ト
ウ
ヤ
Z

モ
ン

一樹
藤
靖
右
衛
門

御
民
間

者
小
関
並
と
し
て
新
知
六
十
石
を
得
、
小
頭
に
進
ん

で
八
十
石
と
な
b
、
後
日
掛
加
同
情
し
て
百
二
十
石
に
主

り
組
外
に
瑳
し
た
。
子
路
網
綴
い
で
穏
に
仕
へ
る
。

サ
イ
ト
ウ
ヤ
ス
ツ
グ

賠
藤
安
次

週
間
梢
長
兵
街
。

寛
永
十
年
父
市
左
術
門
長
次
の
配
分
知
百
五
十
石
を

受
け
、
前
田
光
高
の
御
小
将
に
列
し
、
承
郎
三
年
川

場
奉
行
と
な
り
、
冗
文
元
年
七
十
石
を
加
へ
、
狂叩
H

r
A
年
定
番
御
番
頭
と
し
て
百
五
十
石
を
唱
し
、
元
政

二
年
御
施
、
一
二
年
致
仕
し
て
安
休
と
桜
し
、
三
十
人

扶
持
を
受
け
、
七
年
残
し
た
。

サ
イ
ト
ウ
ユ
キ
ツ
グ

藤
車
問
之回目

初
め
清
太
郎
・

左
兵
衛
、
後
金
兵
衛
。
脚
本
多
〈
金
平
に
作
る
。
御

輿
風
の
士
清
右
衛
門
官
信
の
子
。
元
文
四
年
四
十
五

人
扶
持
を
得
、
覚
保
二
年
七
百
二
十
石
と
な
り
、
御

銭
飽
器
行
に
任
じ
、
安
永
四
年
組
外
に
列
し
、
改
作

奉
行
に
抑
じ
、
五
年
部
翠
行
を
粂
ね
、
天
明
元
年
八

且
一
日
五
十
四
践
を
以
て
夜
し
た
。
」
話
聞
は
武
部
凡

べ
て
逝
ぜ
eさ
る
こ
と
な
〈
、
時
人
は
之
を
妖
怪
と
桝

し
た
。
そ
の
制
陰
慌
の
剣
術
は
南
保
太
左
衛
門

・
前

保
三
入
に
、
居
合
と
剣
術
は
河
合
牢
兵
衛
に
、
間
合

は
中
村
八
兵
衛

・
由
江
某
に
、
市
品
術
は
際
江
鍍
太
夫

に
、
鎌
玉
術
は
高
柳
前
川
内
に
仰
は
っ
た
が
、
之
耐
の

子
兵
三
郎
の
時
出
奔
し
て
家
断
絶
し
た
。

サ
イ
ト
ウ
ヨ
シ
カ
空

間開
藤
好
堅

沼
冊
相
官
友
街

門
。
寛
文
六
年
養
父
宇
一
馬
好
之
の
治
知
三
百
石
を
怨

一一一一ー一一
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